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2003年 4月 19日 (土)
於 :大 阪 国 際 会 議 場

ホス トクラブ :大阪東ロータリー・クラブ
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国際ロータリー第2660地区

-2003～ 2004年度のための一

地区協議会 プログラム

2003年4月 19日 (土)於 :大阪国際会議場
出席義務者 :(2003～ 04年度 当地区ロータリークラブ)

会長・幹事・S.A.A.・ クラブ奉仕・職業奉仕・社会奉仕

青少年奉仕 。国際奉仕 。WCS。 ロータリー財団 。米山奨学会

上記委員長 合計11名

9:30～ 10:00 登録・受付 5階 メインホール

10:00～ 12:20 本 会 議

開 会・点 鐘

国 歌 斉 唱

ロータリーソング「奉仕の理想」

開 会 の 挨 拶

歓 迎 の 挨 拶

来賓およびリーダーの紹介

出 席 報 告

次年度の方針

講演 「21世紀の経営倫理について」

5階 メインホール

司会 孝

夫

清

嘆

川
　
上

中

井

し

ー

ガバナー

ソングリーダー

ソングリーダー

地区協議会実行委員長

ホス トクラブ会長

ガバナー・エレクト

登録委員長

ガバナー・エレクト

哲学者

砂 原 和 爾

砂 原 和 爾
′
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岩 橋 貞 雄

若 林 紀 男

山 本 武 男

若 林 紀 男

梅 原  猛 氏

12:20～ 13:10

13:20～ 14:50

14:50～ 15:05

昼   食 ※昼食は別会場にて

※部門別協議会参照

※本会議会場へ移動

15:05～ 16100    本 会 議

2004年国際大会について

総     括

所     感

閉 会 挨 拶

ロータリーソング「手に手つないで」

閉 会 0点 鐘

国際大会実行委員会 委員長

ガバナー・エレクト

ガバナー

地区協議会実行副委員長

ソングリーダー

ガバナー
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部 門 別 協 議 会
13:20～ 14:50

⌒

部門別 会  場 lリ ダ サ ブ リ ダ

会長部門 12階

特別会議場

ガバナー・エレク ト

若林 紀男 (大阪東 )
次年度地区代表幹事

小中 義博 (大 阪 東 )
次年度財務委員長

林  恭造 (大 阪 東 )

幹事
S.A.A.部門

10階

1003号室

地区代表幹事
矢橋 弘嗣 (千 里)

ガバナー補佐

表  康之 (東大阪東 )
地区幹事
川上 浩邦 (吹  田)
次年度地区副代表幹事

盛田 二五 (大 阪 東 )
ON T0 0SAKA(KANSAI)
丹羽 一郎 (大 阪 東 )

クラブ奉仕
職業奉仕部門

10階

1001～ 10021号室

次年度クラブ奉仕部門

顧問パス トガバナー

戸田  孝 (八 尾 )
次年度職業奉仕部門

顧問パス トガバナー

寺田 和之 (大 阪)

次年度クラブ奉仕委員長

井上 家昌 (東大阪東 )
次年度拡大・増強委員長

住吉 正敏 (大阪城東 )
次年度情報・広報委員長

早嶋  茂 (大  阪)
次年度職業奉仕委員長

辰野 元彦 (大 阪 東 )

社会奉仕部門 12階

1202号室
次年度社会奉仕部門

顧問パス トガバナー

松本 良諄 (大阪東 )

次年度社会奉仕委員長

古澤 照男 (豊 中 南 )

青少年奉仕
部門

10階

1004～ 1005号室

次年度青少年奉仕部門
顧問パス トガバナー

大森 慈祥 (茨 木 )

次年度青少年活動委員長

北山 孝和 (大阪中央 )
次年度ローターアクト委員長

石田  肇 (東大阪東 )
次年度インターアクト委員長

松林  寛 (大 阪 南 )

国際奉仕
WCS部 門

10階

1009号室

次年度国際奉仕部門

顧問パス トガバナー

柏木  尚 (豊  中)

次年度国際奉仕委員長
八木 頼夫 (大  阪)
次年度世界社会奉仕委員長

長澤 利治 (茨  木 )
次年度青少年交換委員長

近藤 員道 (高 槻 西 )

ロータリー

財団部門

10階

1006～ 1007号室
次年度ロータリー財団部門
顧問パストガバナー

中野 董夫 (大阪阪南 )

次年度ロータリー財団委員長

居相 英機 (八  尾 )
次年度財団情報・増進委員長
山本 公平 (大 阪 北 )
次年度財団奨学金 。学友委員長
佐藤 俊一 (大阪鶴見)
次年度研究グループ交換委員長
野村 浩司 (大阪そねぎき)
次年度財団人道的補助金委員長
中西 藤和 (大阪梅田)

米山奨学会

部門

101皆

1008号室
次年度米山奨学部門
顧問パストガバナー

熊澤 忠蒻 (守 口)

次年度米山奨学委員長
山本 和雄 (大阪なにわ)
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うめ   はら   たけし

哲学者 梅 原  猛 氏 プロフィール
梅原猛氏は実存哲学に関する長年の研究を起点に、常に人間を探究する姿勢の下、鋭い

直観と深い洞察に基づき、日本精神史、古代史、文学、宗教等の幅広い分野にわたり独創

的な思索を展開し、「梅原日本学」と呼ばれる独自の学問体系を確立するなど、日本文化の

総合的な研究の発展に大きく貢献されている。

また、京都市立芸術大学教授及び同学長を歴任され、幅広く後進の育成にも尽力される

とともに、文化功労者として多方面に活躍されるなど、学術文化の向上に大きく寄与され

ている。今年 1月 に出版された著書『梅原猛の授業 道徳』は、「いま、日本の道徳はどう

なっているか」「道徳の根源をどこに求めるか」日本の伝統の宗教である仏教を中心にして、

儒教、神道、キリスト教を取り入れた “道徳"を、現代日本の社会の要求に応じて説いた

もので、ベストセラーとなった。

(大正14年生まれ)

出 席 者 名 簿 ヽ ′

ガバナー

パス ト・ガバナー

パス ト・ガバナー

パス ト・ガバナー

パス ト・ガバナー

パス ト・ガバナー

パス ト・ガバナー

パス ト・ガバナー

パス ト・ガバナー

パス ト・ガバナー

パス ト・ガバナー

パス ト・ガバナー

パス ト・ガバナー

ガバナー 。エレク ト

ガバナー・ノミニー

次年度R1100年祭担当

国際大会実行委員会委員長

クラブ奉仕 。職業奉仕部門

社会奉仕部門 リーダー

青少年奉仕部門 リーダー
ロータリー財団部門 リーダー
米山奨学会部門 リーダー

国際奉仕 。WCS部 門 リーダー
クラブ奉仕・職業奉仕部門 リーダー
会長部門 リーダー
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大

良

敬

(大阪西南 )

(茨  木 )
(大阪阪南 )

(守  口)
(大阪城南 )

(東大阪東 )

中

阪

東

北

西

阪

阪

田

豊

大

大

大
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東

東

里

阪

阪
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会長部門 サブリーダー
会長部門 サブリーダー
幹事 。S.A.A.部門 リーダー
幹事 。S.A.A.部門 サブリーダー
幹事 。S.A.A.部門 サブリーダー
幹事 。S.A.A.部門 サブリーダー
幹事 。S.A.A.部門 サブリーダー
クラブ奉仕 。職業奉仕部門 サブリーダー
クラブ奉仕・職業奉仕部門 サブリーダー
クラブ奉仕・職業奉仕部門 サブリーダー
クラブ奉仕 。職業奉仕部門 サブリーダー

大

大

五

郎

三

一

田

羽

盛

丹

(東大阪東 )

田 )

阪 東 )

阪 東 )

(東大阪東 )井 上 家 昌
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出 席 者 名 簿

社会奉仕部門 サブリーダー
青少年奉仕部門 サブリーダー
青少年奉仕部門 サブリーダー
青少年奉仕部門 サブリーダー

国際奉仕 。WCS部 門 サブリーダー
国際奉仕 。WCS部 門 サブリーダー
国際奉仕 。WCS部 門 サブリーダー
ロータリー財団部門 サブリーダー
ロータリー財団部門 サブリーダー
ロータリー財団部門 サブリーダー
ロータリー財団部門 サブリーダー
ロータリー財団部門 サブリーダー
米山奨学会部門 サブリーダー

(豊 中 南 )

(大阪中央 )

(東大阪東 )

(大  阪)
(茨  木 )
(高 槻 西 )

(八  尾 )
(大 阪 北 )

(大阪鶴見)

(大阪そねざき)

(大阪梅田)

(大阪なにわ)

隆 (豊中一大阪国際空港)

征 (吹 田 西 )

隆 (交  野 )
治 (八尾中央 )

章 (大 阪 北)

友 (新 大 阪)

雄 (大阪南西 )

雄 (大阪天王寺)

(大阪梅田東)

(大阪天王寺)

(大阪中央 )

(大  阪)
(大 阪 東 )

(大 阪 北 )

阪 東 )

阪 東 )

阪 北 )

次年度ロータリーの友地区委員

瀬 戸 孝太郎 (大 阪 東 )

(大 阪 南 )
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寛

照

孝

澤
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田

林

古

北

石
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⌒

⌒

次年度ガバナー補佐

次年度ガバナー補佐

次年度ガバナー補佐

次年度ガバナー補佐

次年度ガバナー補佐

次年度ガバナー補佐

次年度ガバナー補佐

次年度ガバナー補佐

次年度地区財務委員会

次年度地区財務委員会

会長部門

会長部門

会長部門

会長部門

会長部門

会長部門

会長部門

会長部門

委員長

会計
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次年度社会奉仕委員会    副委員長
次年度社会奉仕委員会    副委員長
次年度ロータリー財団委員会 副委員長

次年度地区幹事

次々年度地区幹事

米 谷 伸 行 (大 阪 北 )

青 井  隆 (大 阪 東)塩 谷 具 治
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雄

廣

一
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翻

隆

隆

茂

光

道

貢

淳

　

重

昭

武

忠

誠．
雅

　

幹

京

隆

正

彩

昌

太

副

寺

片

田

田

郷

　

谷

西

川

　

村

本

川

山

谷

上

戸

川

本

田

本

峙

本

山

Ч

崎

田

里

本

田

友

　

地

井

池

倉

津

分

瀬
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山

吉

磯

吾

簡

塩

中

藤

森

吉

松

谷

奥

芦

樋

神

村

岸

藤

松

川

川

稲

鯉

楢

横

膨

岸

植

長

上

下

高

鴻

自

岩

國

早

博

江

豊

俊

亮

子

嗣

夫

夫

郎

裕

治

子

賢

誠

有

郎

光

均

子

賞

雄
　
一　

一　
助

子

寿

子

孝

司

隆

郎

郎

郎

規
　
一　
治

英

潤

．房

俊

治

明

光

雅
　
　
勝

慶

朋

史

茂

英

建
　
　
善

駿

太
　
　
　
　
弘
　
　
　
　
栄

茂

智

秀

義

要

裕

久

延

清

信

清

宏

良

達

教

恭

進

隆
　
　
義

隆

国

俊

本

田

岡

木

松

本

原

本

北

谷
　
　
本
　
　
田

木

中

野

本

道

島

水

郵

納

下

田

谷

川

木

野

倉

内

村

中

森

上
　
　
嶋

谷

本

脇
　
　
尾

林

和

榎

大

片

鈴

赤

山

藤

橋

小

掛

堀

橋

森

成

八
　
日

芝

森

中

大

清

西

嘉

山

前

古

前

高

谷

板

堀

植

坂

廣

井

北

中

大

山

門

脇

横

小

孝

子

司

志

弘

博

信

志

史

動

規

夫

弘

平

子

夫

和

清

美

英

武

至

善

秀

健

尚

　

正

忠

昌

耕

絢

明

男

二

信

郎

勇

粥

殷

堂

孝

一

忠

恵

康

行

子

明

樹

一

三

寛

浩

也

郎

二

男

哲

次

洲

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

キ

　

　

　

　

　

　

　

四

満

純

満

八

　

勝

良

弘

和

陽

成

一

雄

貞

ア

敏

直

研

勝

　

　

哲

文

英

哲

　

泰

中

田

橋

木

田

上

畑

高

林

山

市

尾

田

田

場

辺

井

野

簡

田

山

井

井

田

田

立

本

田

口

村

澤

多

田

田

田

口

本

岡

口

石

原

川

谷

内

石

三

芳

井

松

家

若

秋

岡

西

吉

新

馬

溝

中

長

篠

芦

畑

浅

堀

和

戸

足

藤

岡

川

川

小

喜

宮

吉

石

山

岡

西

橋

高

池

北

井戸本

丸 康 一
夫

二

斉

信

雄

一

昭

明

勝

孝

明

司

二

実

宏

嗣

勝

敏

信

栄

勉

修

雄

郎

一

駿

　

正

秀

憲

正

　

　

　

英

宏

洋

成

至

真

正

憲

正

菊

　

　

文

定

狭

本

畑

畑

田

永

田

田

西

見

村

上

好

津

田

川

村

山

藤

本

本

方

野

橋

橋

庭

井

部

本

石

若

松

大

溝

浜

宮

神

宮

中

高

田

岸

三

興

平

音

野

秋

後

山

松

四

岡

高

高

仲

安

渡

山

亜紀央

明

稔

夫

男

裕
　
　
泰

武

治
　
一

宗

榮

占

村

本

海

垣

野

原

本

條

川

田

飼

又

松

藤

内

新

角

松

松

中

中

武

犬

加代子

之

男

史

　

也

嗣

育

郎

之

浩

善

隆

貞

進

雅

憲

太

直
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清 水   修
橋 本 康 夫

吉 村 光 央

中 村 与志夫
山 田 隆 教

萱 村 隆 百1
中 西 英 二

津 田 公 男

三 木   彰
中 江 達 雄

竹 村 ルミ子
赤 井 ムッエ

山 口 正 之

谷 田 史 朗

宇 治   忠
石 田 俊 夫
山 下 恵 司

大 塚 英太郎
石 谷 隆 一

向 山 唯 己

石 山 憲 雄

川 尻 昌 之
辻 本 朝 男

大 ホロ 正 代
檜 垣 誠 次

上 田 祐 嗣

川 村 俊 明
奥 野 冨美子
伯 者 徳 武

萱 村 康 哉
望 月   亮
平 井 敬 子

岸   孝太郎
浦 月1 義 輝
西 本 晴 男

渡 邊 邦 雄
有 山   茂
石 崎   昭
伴   1召 秀
後 藤 基 成

安 部 潤 一

岸 田   功
渡 辺 哲 秋

大 東   弘
峠   松 次
立 岡 寛 次

森   豊 一

朝 田 全 紀

岡 本 光 夫

酒 井 三 雄

今 仲   弘
上 山 芳 次

松 尾 康 弘

篠 賀   章
加 藤 英 子

書 岡   崇
溝 口 正 孝

末 田   正
谷 島 淳 郎

尾 上 克 雅

村 田 英 明

小 西 豊 和

山

白

大

石

辻

葛

本   覺
井 祥一郎
嶽   修
川   正
久美子

尾 都志樹
1半   ―一 郎
桑 田 圭 司

三 上 美智子
近 藤   勲
砂 原 和 爾
山 岡 俊 裕

大 江 芳 次

宮 次 重 郎

藤 江 正 言菫
田 中 俊 男

西 谷 雅 之

松 波 明 宏

大 橋 秀 樹

松 田 英二郎
伊 藤 長 範

森   真 二
二 原 幸 二

1ヒ  オf 哲
‐
 :夫

川 上 未 広
岩 本 裕 江

熊 本   博
小 林 成 共

広 田   甫
松 浦 利 英
浜 広   勲
門 前 武 彦
泉 谷 楠 夫

坂 井 正 純

中 尾   巖
加 藤  まき子

北 林 安 興

高 木 ′慎 二

藤 本 幸 雄

氏 原 要 介

遠 山 雅 昭

片 桐 正 安

高 橋 敏 朗

徳 永 幸 彦

奥 本 義 昭

白 石 文 雄

早 嶋   茂
久留島 悦 子
井 上 浩 一

松 田 武 士

片 岡 亥一郎

高 |コ 利 美
津 崎 正 幸

山 本 嘉 一

辻 西 勢 治

i与  オl      日召

樋 野 忠 志

小 松 大 三

布 施   裕
西 村   淳
北 浜 貞 雄

岸 野  友美子
河 村 稽 郎

和 氣   主
箕 手 孝次郎
松 本本  寛
中 道 正 伸

田 中 啓 之

柿 木 シ青 司
竹 中 照 次
前 田 賞 也

天 野 正 亮

石 井 卓 郎

石 津 良 行

堀 岡   晃
山 中   卓
山 口 和 雄
南 野 真 也

赤 田 邦 男
山 中 詳 光
正 岡   哲
三 林 信 彦

加 地 脩 郎
的 場 年 昭

田 遠 正 昭

家 村 武 秀
巽   誠一郎
穂 積 幸 男

井 上 幸 治

更 家 悠 介

辻 サ|1 圭 乃
河 野 耕 作

小 林 惇 三

中 島   武
鶴 留 亮 一

前 山 克 己

藤 野 洋 一

大 澤 一 雅

西 田 博 司

岡 田 俊 作

三 木   優
和 田 具 実

岡 倉 二 郎

佐々本 成 人
鍛 冶 宗二郎
黒 田 恭 年

細 田 喜代司
荒 月1 雅 行
横 山 順治郎
梅 原 豊 和

中 村 員 也

山 本 滋 国

有 江   健
山 村 安 徳
北 井 孝 彦

松 尾   治
宮 田 久 嘉

小 松 正 人

須

徳

川 就 三
永 昭 夫

前 田 澄 雄

樋 口 宗 廣

前 田 嗣 吉

上 内 ,青 彦

前 田 忠 蔵

大 橋 孝 夫

片 岡 博 文

坪 内 敏 剛

窪 田   映

小 林   豊

錦 織 達 郎

梶 月1 靖 夫
樋 ll 光 弘
阪 本 義 樹

畑   延 次
岡 田 耕 治

土 井 健 一

高 田 富三男
三 村 雄太郎
岡 山 量 正

橋 本 秀 雄

松 尾 泰 博

滴 水 達 也

柴 田 安 博

長 ll鳥  貞 孝
安 宅 外美雄
木 下 久
陶   柳之
打 田
)士  オ寸

小 林
田 港
小 林
松 澤
中 塚
山 下
南 川
道 上
柴 山
能 口
太 田
橋 川
三 野
櫻 井
西 野
妙 中
朝 倉
辻 谷
安 田
島 田
徳 岡
宮 岸
木 村
針 谷

耕

,登

和

道

佑

Fヨ

博

則

介

弘

子

宏

剛]

次

宏

勝

茂

悪二郎

泰 範
武 雄
重 彦
淳 一

久 光
勲

博 子
幹 男
良

弘

千恵子

誠次郎

浩 二

隆

芳 樹
紘 一

小 松
川 西
三 宅
福 岡
小 林
城賀本

東 野
小 野

山 口
久 保
増 本
宮 里
奥 村
藤 原
麓 田
雨 田
三 浦
柚

田 代
永 井
木 村
,賓  田
大 津
」ヒ  オ∫

大 塚
東

横 山
車月  上ヒ

笠 井

河 上
福 味
平 田
平 田
松 浦
辻 中
佐々木

崇

津音夫

辰 一

康 民
一 成
斉

公 一

俊 文
尚 志
義 誓
猛

唯 子
昌 也
進

克 己
正

寛

誠 二

精 作
健太郎

陸 朗
博 章
隆 文
幸 郎
豊

正 武
利 夫
須峯子

勝 巳
英 夫
正 俊
幸 雄
良 三
純 男
明 一
正治郎

井土賢―・木内健二

隅 谷 尚 典
八 本 一 雄

青 山 快 玄
山 田 耕 司

成 瀬   悟
高 島 凱 夫

-7-

´ ヽ



出 席 者 名 簿

番

号

部門

クラブ名
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４５

４６

４７
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４９

５０

５１

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６１

６２

６３

磁

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

８１

８２

８３

８４

８５

８６

里

ル

津

畷

阪

田

坂

西

槻

東

西

中

南

港

里

尾

央

東
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イ
　
　
　
　
　
　
　
週
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
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呻
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大
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槻
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中

阪

　

　

　

尾

メ

　

　

　

　

田

　

　

　

　

　

　

大

中

　

尾

里
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中．

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

千

千

摂

四

新

吹

吹

吹

高

高

高

豊

豊

豊

豊

八

八

八

波

わ

西

西

前

淀

ド

洲

北

南

場

橋

北

き

江

吉

橋

寺

南

見

田

東

ぼ

難

に

南

　

手

大

”

咲

西

西

船

斎

城

ば

之

住

満

王

東

鶴

梅

田

つ

な
　
　
阪

大
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
心
　
　
　
　
住
　
　
天

天
　
　
　
　
　
　
梅

う

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ワて

阪

　

阪

　

　

阪

′

阪

阪

阪

阪

　

阪

．

阪

　

　

阪

阪

阪

阪

　

　

阪

　

―
″
　

　

　

　

阪

　

反

阪

　

阪

阪

　

　

　

阪

阪

阪

　

　

　

　

　

　

　

５

阪  淀   り‖
阪ユニハ
・―サルシティー

谷

吉

川

南

大

田

大

高

竹

肥

大

渡

津

山

岩

松

板

井

杉

下

田

中

革

藤

平

秋

小

長

川

山

松

木

今

宮

清

川

長

澤

宮

中

高

大

東

真

司

考

昌

正

之

郎

彦

三

昭

透

之

通

男

子

博

一

雄

衛

弘

明

七

徳

蔵

男

尋

泰

二

裕

彦

典

郎

志

郎

男

俊

之

光

光

肇

夫

夫

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

次

　

一
　

　

　

　

　

　

　

佐

尚

偉

克

國

和

洋

知

公

　

　

忠

広

英

洋

信

美

幹

源

義

信

正

恒

健

達

千

　

賢

靖

愛

雅

雄

啓

藤

利

　

博

政

敏

　

貞

美

田

「

富

オl

西

田

川

田

谷

辺

乗

田

本

井

輌

戸

本

宮

中

西

山島

井

田

山

谷

野

西

日

川

オ寸

本寸

り||

水

本寸

川

木

内

埜

橋

槻

口

野

巳

生

晏

鐵

利

志

郎

男

信

治

勝

伍

雄

樹

亨

温

一

一
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丼土井孝夫、石田豊和、前岡英一、中川宏一、大橋孝夫

三井啓悦

会   場 吉 永  深 *樋口武英、北川 勉、中島博司、瀬戸孝太郎

登 録・受 付 山 本 武 男
'堀   隆、井上雅晴、板倉信司、草尾光一、
宮里武司、 本儀 純

接 待・案 内 清 水 宏 一 *青木永光、北村昌幸、倉田裕司、黒田 一、西尾忠朋
記   録 中 井 梅 雄 *田 中秀雄、筒井茂治

文   献 北 川 勝 治 *中西 滉、三上教道
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|■| |1会 |||1場 |||||
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||1冨」IS.A.AIII
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||1記‐■1録 |
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1003 中 許 忠 和 瀬戸 孝太郎 後 藤 武 夫

クラブ奉仕・職業奉仕 1001・ 1002 角羽 善一朗 中 川 宏 一 佐々木 恭一

社 会 奉 仕 1202 溝 手 敦 信 遠 藤 彰 三 鈴 木 義 孝

青 少 年 奉 仕 1004・ 1005 佐 藤  勉 北 川 勝 治 門 田 雅 輝
国 際 ・ WCS 1009 中 西  滉 石 田 豊 和 中 嶋 博 信
ロ ー タ リー 財 団 1006・ 1007 高 階 徳 彦 片 山  勉 小 橋 和 雄
米 山 奨 学 会 1008 森 田 豊 成 大 森 富 夫 久保田 芳茂
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梅原 猛
道徳の歴史

(1)江戸時代の商人道徳
日本の庶民は仏教を、武士は儒教の教育を受けた

寺子屋あるいは塾で道徳を学び、合わせて読み書きそろばん、武芸などを学んだ

商人の道徳として心学が流行したが、これは仏教や儒教を総合して、商人に分かりやすく説いた

ものである。

(2)明治以後終戦までの道徳
廃仏毀釈によつて、仏教は公教育から排除される

しかし日本人の多くは仏教信者であり、家庭においては公教育が教えるのとは別な道徳の基準が

あったと思う

小学校にある銅像は、楠木正成か二宮尊徳の銅像である

この二つは明治から昭和 20年までの日本人の道徳のあり方を象徴している
忠義と勤勉の道徳で、日本は西洋諸国並みの広い豊かな国になった

(3)戦後の道徳
道徳は公教育ではまったく教えられていない

家庭においても、今まで日本人のパックボーンであつた仏教の精神が衰えつつある

それでまったく道徳を信じない人間がどんどん生み出されている

高学歴の人間の相次ぐ不祥事及び落ちこばれた人間の犯罪など

今は国豊かにして人間の心は大変悪くなっているといわねばならない

これを嬌正するためには、もう一度伝統的な仏教や儒教を見直す必要がある

2.新しい戒律

(1)殺 してはならない
この戒律はキリスト教や回教にもあるが、それらの宗教の戒律は、殺してはならないのは主とし

て同じ神を信じる人々の間のみである

他の神を信じる人間を殺してもよいとはいっていないが、それに対して甚だ寛容である

しかし仏教では、どのような人間も殺してはいけないというばかりか、生きとし生けるものはす

べて殺してはいけないという厳しい戒律をもつ

(2)人のものを奪ってはいけない
この点も仏教のほうが他の宗教よりさらに厳しい

(3)嘘 をついてはいけない
これは他の宗教にもあるが、仏教では二枚舌を使ってはいけないとか、きらびやかな言葉を

使ってはいけないなど、いろいろ厳しい規定がある

3.新 しい道徳

(1)努力と創造
(2)愛 と信頼
(3)慈悲と畏敬
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